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因子分析法は、人間能力の解明という動機から生れた

ものであるだけに、能力の分析に最も力が注
がれてき

た。今、Ｒ．Ｂ．Ｃａｔｔｅｌｌ

　

によって、能力を、大まかに分

類するならば、 （１） 一般能力、（２）言語能力、（３）

機械的能力、（３） 空間能力、（４） 知覚能力、（
５）器

用さ、（６）数的能力、（
７）演揮的能力、叉は推理能力、

（８）帰納的能力、 叉は一般化能力、（９） 書架能力、

（ｌｏ）描画能力、（１１）記憶、叉は把持能力、（１
２）雲術

鑑賞力、等をあげることができる（
１，ｐ．４０７～４１１）。こ

の中厳密な実験操作が比較的可能なものは、知覚の部面

である。

　

Ｌ．Ｌ．Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅは、知覚の因子分析的研究を行い、

（１）完結性、（２） 鉛硯、（３） 知覚反
腰速度、（４）、

知覚の交替、（５）知覚の柔軟性、（
６） 知覚速度、（７）

一般能力、（８）形対色の知覚、（
９） 判断速度、（ｌｏ）

Ｒｏｒｓｃｈａｃｈ 因子のｌｏ因子を見出している（１４）。この中、

主要なものは、（１） で、 比較的、 体制化されていない

図形を、まとまりある図形として知覚す
る因子であるｏ

次に ０）の因子で、錯綜した図形を操作し、完結性の

※本研究は、昭和２７年度、２８年度女部省科
学研・究助成補

助金による研・究である。
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学力に対する知饗因子

　

の鑑別性

班

　

考

　　

察

孤

　

要

　　

約

因子を破壊して、新しい図形を構成する因子である。こ

れは問題解決、推理を要する作業に最も関連が深い。錯

覗の因子も、明確に存在しているが、 ｐｒｉｍａｒｙ

　

ａｂｉｌｉｔｙ

である

　

Ｐ 因子には、 関係が少い。光及び吾に対する反

感時間、及び、覗野交替の動揺因子、二つの速度因子な

ども、明確に見出されている。 然し、（
８）の色対形い

ずれを優勢にとるかの因子は、疑問な所が多く、明確な

因子として認められなかった。筒

　

Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅは、読み

の優れた者と劣った者との間に、知覚因子得点の型に差

があることを暗示している。然し、これ等因子が、教育

的職業的能力、叉は、パーソナリティと重要な関係があ

るかどうかについて、多くの疑問が持たれている。

　

Ｍ．Ｄ．Ｖｅｒｎｏｎ は、同様知覚の訓・究を行い、因子が、

二つの主要な型に分れることを示した。第一のものは、

形態の細部を、速く弁別する面であり、第二のものは、

形態の類化、及び意味の理解の面である。 これが先にあ

げた、Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅの知覚因子と、 どんな対隠をなしてい

るのか明らかではないが、前者は、 ｐｒｉｍａｒｙ

　

ａｂｉｌｉｗ の

知覚因子 Ｐ と非常に類似し、後者は、一般因子 ｇ．及

び Ｓ 因子と高い相関を持っていると言う （１６，ｐ．９の。

この室間因子 Ｓ はＥＩＫｏｕｓｓｙ によって研・究され始めた

ことから、た因子と呼ばれている。

－

　

９０

　

－



学習過程に働く知覚因子分析的研究

　

最近 Ｗ．Ｓ． Ｚｉｎｌｍｅｒｍａｌｌは Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅの Ｐ．Ｍ．Ａ．

テストを取り上げ、ｒｏｔａｔｉｏｎ

　

を更に続行して、 不明瞭

のま 残しておいた因子を明らかにしている （１７）。 す

なわち Ｓ，Ｐ，Ｎ，Ｖ，Ｍ，Ｗ，１叉は Ｒ，Ｄ の諸因子以タトの

残された因子として、分類因子、関係についての教育因

子、ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎの因子、観察された関係を言控臆する因

子があり、Ｗ 因子は、 文字の流暢さと、 語の流暢さに

分れ、 Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の１３因子が再解釈された。 こ に於

て、 知覚に関する因子は、 墓間関係の Ｓ因子、知覚速

度のＰ因子、及び、ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ因子の３つである。

Ｓ因子は、対象の位置に自己の方向を操り、感入的に対

象を把握する能力に関係するが、Ｖｉ因子は、 より複雑

な刺戟にあって、，その空間関係を、ありありと心に、描

き得る能力に関係する。

　

能力の諸因子が、学習過程にはたらくことは、論をま

たないが、 この方面の研究は、学習結果の指標としての

成績と関係ずけて行われて来た。 この関係については、
Ｖｅｒｎｏｎ

　

が多くの研究結果から、 図表化している（１６，

１），４７）。然し、知覚因子は、た因子として取扱われてお

り、叉、 その領域の体系的な研究は少い。

　

本研究は、 Ｐ．Ｍ．Ａ．の知覚能力因子に、 Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

の完結性因子、柔軟性因子、錯脱因子を含めて、これ等

諸因子を次の項目によって吟味しようとする。

　

（１） Ｐ．Ｍ．Ａ．の知覚因子と、－完結性因子及び、 柔

　　

軟性因子，とば、如何なる関係にあるか。

　

（２） 知覚能力因子として、基本的なものは何か。

　

（３） 錯脱因子は、Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅの求めたように、独立

　

因子か。他の学習能力に関係ないものかどうか。

　

（４） 一般に、知覚能力因子は、学習結果としての成

　

績をどの程度鑑別し得るものか。

　

（５） Ｍ 因子は、 刺戟の覗覚像を把持する能力に関

　

係するから、知覚因子と関係するものかどうか。

　

筒、従来、ｒｏｔａｔｉｏｎ

　

の方法について、 論議のある所

，
で、Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

は ｓｉｍｐｌｅ

　

ａｘｅｓを、 Ｋ．Ｊ．Ｈｏｌｉｚｉｎｇｅｒ

は

　

ｐｒｉｍａｒｙａｘｅｓ

　

をとっている。 この二つの関係は、
Ｃ．Ｗ．Ｈａｒｒｉｓ

　

によって明らかにされ、独自な解法も考

えられている （４，５，６，７）。 この中、 ｐｒｉｍａけ ａｘｅｓをと

り、これと、他の研究からの ｆａｃｔｏｒｌｏａｄｉｎｇ

　

とを比較

し、 因子の検証を行うことによって、因子の恒常性を検

討したいｏ

Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の研究 （１３，１４）、 及び以前からの研究を

中心に、次の２０のテストを選び、岩見沢市光陵中学校
２

年生１５０名を対象に、昭和２７年１０月から１１月にかけて実

施した。 テスト内容と、その結果は次の通りである。

　

（１），（２）Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｄｔ図形Ａ，Ｂ

　

こ では、 Ｔｈｕｒ－

ｓｔｏｎｅ

　

の行ったと同様、 Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｄｔの図形をす べて

駁入れた。 これは、一つの

　

Ｇｅｓｔａｌｔ

　

を破壊して、 他の

ｇｅｓｔａｌｔを構成しなければならない。 複雑なものと、簡単

なものとに分け、Ａ，Ｂ とした。時間は、Ａ には２分、
Ｂには６分である。
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（３） Ｇｅｓｔａｌｔ完成

　

これは完斑継の速さを見るテス

トである。Ｒ．Ｂ．Ｓｔｒｅｅｔによると、言語テストとは、殆

んど相関がなく、
．３年、６年、高校生の間に、有意な差

は、 見出し得なかったというから（１４）、 児童期の初期

に成熟してしまう知覚因子を含んでいると思 われる。

Ｓｔｒｅｅｔのものとは別に、２４の図形を作製し、４分間に完

成し得た数をもって得点とした。

伽ｒｅ１２写そ謬墓警察ｆｉｌｌｌ計
　

　

　 　 　 　 　　　　

　

　

　

（４） 名称比較

　　

現今、多くの知能テスト、或は、

適性検査に用いられているものである。 こふでは、労働

省職業適性検査中の１５０の名称比較を行わせた。 得点

は、正答から誤答を引いたものである。 時間は４分。

伽ｅｌ電装藁呈さｇ綴｝；憲釜１計
ｆ

　

ｌ 旧 田燭２７… 蹴 ｉ

　

ー２ｏ

（５） ＤｏｔｔｅｄｏｕｔｌｉｎｅＡ

　　　

一見、ばらばらの関連

のない組織に見えるが、完結の瞬間、それは意味ある明

瞭な統体となってあらわれてくる。１，２，３などのテスト

もこれに関係ある。こ では、平面図形を、いくつかの

点によって興え、標準刺戟として、一つの平面図形を見

せ、 どの点図形が、その平面に完結するかを見させる。

混乱した事態から、一定の形態を抽出させる。 時間は、

２ 分３０秒。

ｓｃｏ，ｅｌ１３１２１１１０
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（６） 位置関係の把握

　　　

青少年用古賀式知能検査

４ のテストを用いた。 色々な方向に位置の変っている図

形を、再認する能力を必要とする。１６の図形セットから

なり、時間は５分３０秒をかけた。

　　　　　　　　　　　　　　
ｆ

　

ｌ 間 旧２Ｂ ｍ縄 脚ー

　

ｍ

　

（７） Ｆｏｒｍ Ｂｏａｒｄ

　　

労働省職業適性検査Ｅ部に準

じて作製した２０セットの図形である。 時間は３分３０秒。

網ｒｅｉｌぎ誓書；ギｆｉｌｌ日計
ｆ

　

ｌ … 伽 徽縄５

　

２１鵬
（８） 三次元空間

　　

立方体図形をし、くつか提示し、

その中、一つの展開図を示して，照合させる。１４の図形

からなり、２分間の正答数をもって得点とする。

加ｒｅｉ旧 伽 ｍ班ｌｏｌ 計

　

　

　 　 　　 　　 　 　

　

　

　

（９） ＤｏｔｔｅｄｏｕｔｌｉｎｅＢ

　　　

Ａ と違って、唯、点の

みを奥え、自由に文字叉は数字を完結させるのである。

時間は２分間で、図形は２４ある。

伽ｒｅ度圭電器≧；≧；もｇｉｌｌド
　 　 　　　　　

　

　
（ｌｏ） Ｍｕｔｉｌａｔｅｄ ｗｏｒｄ

　　　

文字を数個所切断して、

その文字を完結させようとするものである。２４の図形

で、時間は２分を興えた。 この時間内に完結し得た文字

数をもって得点とした。

伽ｒｅ幌：ｇ黒髪書きｌｉｌｌ計
　

　

　 　 　 　 　

　

　　

　

　　

　

（１１） 言語再生・

　　

２４の単語を３分間提示する。 １

分後、１００の単語表の中から、 先に見た単語を見出させ

る。再生し得た単語数を得点とした。

Ｓｃｏｒｅ ２４２３
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２０１８１１１３

　

８ ２

　

２

　

１

（１２） 数字再生

　　

１１と同様な方法で、単語に代える

に数字をもってした。

伽ｒｅ－≦露呈愚書議題目１１計
ｆ

　

ｌ…、伽 撹籾 瀕４ｍ３ｆ

　

ｍ

（１３） 図形の照合

　　　

青少年用古賀式知能テスト？

を用いた。複雑な図形の中から、標準となる一定の形を

引出させる。時間は５分。

加ｒｅ－－警ら 鵠ｌｉｌｌ計
　

　

　

　

　 　 　 　 　

　

　

　

　

　

（１４） 加算

　　　

一位数の加算能力を見た。これは加

算に基本的な知覚因子が含まれているか否かを見ようと

したのである。３分間に於ける加算数を以って得点とす

る。

　

（１５） 獣読

　　　

簡単な文章を全部平仮名で読ませ、

それに句読点をつけさせることによって、厭読の速度を

見ようとした。 ３分間に読んだ女節の数を得点とした。

Ｓｃｏｒｅ
１８

　

１６

　

１４

　

１２

　

１０ ８

　　

６

　　

４
２

　　　

ぞ

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ‐

　　

Ｚ

　　　

Ｚ
１７

　

１５

　

１３

　

１１

　　

９ ７

　　

５

　　

３
計

ｆ ．１２

　　

２０

　　

２６

　

．１７

　　

２０

　　

ー２

　　

１１
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（１６） ＭｄｕｅｒＬｙｅｒの錯覗 以下５つは錯覗図に

関するもので、Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の用いたものである。７ｘｌｏ

％吋の大きさのカードをすべてに用いた。各水平線の長

さは１ｏｃｍ で、１０枚の異つた図を用意する。各２ｍｌｎず

つ右側の長さが異っている。 すなわち右側は、４８ｍｍ～

６６ｍｍ

　

の間の長さを取る。２回くり返して提示するの

で、 実際の長さでは、２枚だけ右側が短いことになる。

得点は右側が長いという反騰数をもってしたので、得点

が低い程、大き●な錯硯量をもつことになる。

ＳＣｏｒｅ １４

　

１３

　

１２

　

１１
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１５ １１

　

１ １１８

　

（１７） Ｓａｌｌｄｅｒｓの錯硯

　　　

大きい方の平行四辺形の

長さが１／ｓ吋ずつ異っている１５枚のカードを用意した。二

つの対角線の中、右の対角線が長いと判断した数をもっ

て得点とした。得点の低いほど、錯覗量は大となる。

　　　　　　　　　　　　
ｆ

　

ｌ

　

ｌ １５ １２ ２０ ２５ ２２ 聞 ８４

　

キ

　

購
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（１８） Ｐｏｇｇｅｎｄｏｒぼ の錯脱

が、－
Ｒ／籾吋から１左吋まで変化して行くように２３枚の図

を用意する。右側の斜線が、左側より高すぎると判断し

た数をもって得点とした。 得点の高い程錯硯量は大 き

し、ｏ

　　　

一 三戸三１１デ

　

ーｒ

　

ｌ字１； Ｌ１ ？

　

てＴ

　　　　　

１

　　

２ｏ ・８ １６ １４ １２・ｂ

　

ａ よ １ロー

ｆ１１ ２ １３２閉貌ｍ ｌ鵬

　

（１９） Ｔｉｔｃｈｅｎｅｒ の錯硯

　　　

中心円の比較を行わせ

たのであるが、右側の円の直径は、１ｌｍｆｎ から１６１／２ｍｍ

まで異つた図が１２枚用意されてある。 ２回提示する。 右

側の中心円の大きいのは４枚だけである。右側の円が大

きいと判断した数をもって得点とする。高い得点は、大

きな錯覗量を示す。

Ｓｃｏｒｅ

２４

　

２２

　

２０

　

１８

　

１６

　

１４

　

１２

　

１０

　

８

　　

６
Ｚ

　　

Ｚ

　　

と

　　

Ｚ

　　

Ｚ

　　

モ

　　

モ そ

　　

ご

　　

ぞ
２３

　

２１

　

１９

　

１７

　

１５

　

１３

　

１１ ９

　　

７

　　

５
計

ｆ ３

　　

３

　

１１

　

２１

　

４１

　

２７

　

９ １

　

１

　

１ １１１８

　

（２０） Ｂｈｒｅｎｓｔｅｉｎの錯脱 正方形の縦の両辺を比
較させるのであるが、右側の辺の長さは、１１－ソ：巴吋から

１２０／３２吋の間にあって、』１２枚の異つた図が示される。 ２

回提示すると、右側の線は実際に１９枚長いことになる。
右側が長いと判定した数をもって得点とするから、得点

の低い程、錯硯量は大である。

Ｓｃｏｒｅ
１８

　

１７

　　

１５

　　

１３

　　

１１ ９

　　

７

　　

５
之

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ

　　　

ぞ ぞ

　　　

Ｚ

　　　

Ｚ

　　

１６

　　

１４

　

１２

　　

１０

　　

８

　　

６
計

ｆ ０

　　

３

　　

９

　　

１６

　　

２４

　　

３８ ２４

　　

２ １１１１８

　

以上２０のテストによって知覚能力因子の分析を行った

のであるが、これが学力とどんな関係にあるかを見るた

め、国語と数学について、次のテストを実施した。

　

（１） 比較的簡単な機械的計算、

　　　

１回５分、１４

回実施した。

　

（２） 複雑な計算

　　　

分数、小数を含む複雑な計算
で、１回５分、１６回実施した。

　

（３） 室間関係を含む数的問題， 幾何図形に関
する問題であって、１回５分８回行う。

　

（４） 室間関係を含む複雑な数的問題、 （３）と同じ

様式で行った。
（５） 読字力

　　　

短文を興えて、漢字の読みをテス

トした。１回５分４回である。

（６） 文章理解

　　　

客観テストの形式で文章理解を

調べた。１回１０分あて、４回実施した。

　

これらテストは、すべて回数を２０回まで行う予定であ

　

学習過程に働く知覚の因子分析的研究

上下の斜線間の距離

　　

つたが、実際には困難となり、一定にすることができな
ーくように２３枚の図

　　

くなった。
り高すぎると判断し

　　

（７） 知能テスト

　

田中Ｂ式知能検査によった。
い程錯硯量は大き

　

， ，この学力テストを整理し、１と２、３と４を合計し、 ５

　　　　　　　　　

つの項目に分け、それぞれ、最も明確に、上位群と下位

　　　　　　　　　

群に分れる個人を選定した。 そのため、 （１）成績が恒
；も “ ド 常であって、大きな動嬬のないもの、 の 上位叉“下

瞬

　

， ー 鵬

　

位に比較的得点が近接し・次の段階と大きな開きが出て

　　　　　　　　　

いる点を境界とする基準を立てた。これによって選ばれ

心円の比較を行わせ

　　

た個人の得点は第１表にある。各項目毎、個人は異って

１ｌｍｆｎ から１６１／２ｍｍ

　　

いる。
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表

１
読字

蕎撫
ｍ
計
算

ＩＶ
関室
係間

▽
知能

Ｉ

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

６５

５８

６６

５０

５８

５０

５２

５３

２０

２１

２２

２３

２２

２４

２２

２２

２４

２３

４８

．４８

４９

５５

５１

６２

４９

５８

５５

２０

２５

２４

２１

２０

２３

２３

５８

５８

５６

６０

６６

５７

５６

５７

８ ｌｏ ９ ７ ８

Ｉ

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１８

１８

４

１９

７

１８

１４

１４

ヱ３

１２

４

９

４

７

９

１１

１３

ｌｏ

ｌｏ

ｉｌ

１４

４

８

４

１５

　

４

　

３

　

３

　

３

　

２

　

０

′

　　

４

　

４

　

０

　

３

　

Ｉ

９ ７ ９ １１ ７人

ｍ

　

知饗因子の決定

Ｊ．Ｐ．Ｇｕｉｌｆｏｒｄは、因子分析について多くの注意を輿

えているが、現在の解法では、相関は直線回帰になるこ

とが必要である。従って、頻数分配は大体ｕｎｉｍｏｄａｌで

あることが、この解法を進めて行く上に安全である（３）。
２０のテストは、この憐件をみたしていると言える。これ

一９３

　

一



縞

　

島

　

正

　

治

らテスト間の偏差積法による相関行列は第２表の左斜下

　　

ある。

年分に示されている。１６，１７，２０の行列は符号を変えて
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表

Ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ

　

Ｍ［ａｔｒｉｘ

　

Ｒ，ＲｅｓｉｄｕａＩ

　

Ｎ［ａｔｒｉｘ

１

　　　

２ ３

　　　

４ ５ ６ ７ ８ ９ ｌｏ １１

　　

１２ １３ １４ １５ ‐１６

　

－１７ １８ １９

７４２

３５２

３１０

６０９

３９０

４７１

４８７

２９０

２５０

０４６

１８１

２９２

３７２

２１３

０３４

０９７

１３９

０８８

０１２

１４８

３７１

３１３

３４７

４２５

４３５

２８３

２４９

１６８

』４０

１４０

２２４

２４６

２５９

ｏｏｉ

０６８

１３２

‐１０７

１０９

‐０１７

０１５

２４２

０８８

２３６

２０９

０２３

２９６

２７５

‐０５７

０８３

　

１６３

０８７

０３２

　

０８７

　

０５８

　

００８

　

０８１

　

１７０

』８９

‐０１０

１０９

３７５

２３９

２９１

１５２

０１６

１８４

０４６

０７２

１５８

４８５

２５４

　

１３５

　

１６６

　

１４８

０７８

０２９

０５２

－１０８

‐１００

‐０２７

３２９

５６２

５１３

１３７

４０１

０６８

０４４

４１６

２１１

２４９

０５６

　

１５４

　

１４２

０１３

　

０７９

‐０４２

０５０

』２５

』２２

‐０１７

３９７

２４３

１９８

２４２

１５６

　

１３５

１２５

２３２

２３１

　

１５０

０３８

　

１０９

　

０２７

　

０４２

－０６７

』１３

０１０

』８２

０４２

０４４

３１６

２８９

２３７

０７９

　

１８７

２９３

３７０

３３６

‐０８５

‐１１９

　

１６１

　

１５７

‐０６３

０９９

』２４

』７２

‐１５０

１０２

』０３

０７０

１６５

１０２

１１７

０８５

２０１

３６ー

　

１４７

‐０ーｌ

‐０４５

　

１６１

　

１１３

‐０５５

』２９
ー

；三星ｌ
‐ｌｏｌ

』２５

』２７

１１８

０８１

２２２

－０２１

－０１６
－

２０７１

－ｇｉ言
Ｉ

　

１３５．

０９２

　

１４８

００１

０１１

「１００

－１５１

０４３

０１３

１５０

００９

』３０

‐０６４

０２２

‐０８５

０７４

　

１３３

０７１

　

１８９

　

０３２

０７７

‐０２２

』１２

－１５２

０５９

００２

」０３１

』２４

０２６

０２５

‐０１０

０５０

００１

「０８８

４４５

　

１９９

　

１５８

』４６

０６７

－１４２

　

０３３

０６８

－０８６

０７７

０７２

０４１

－０５７

‐０８９

‐０４６

０２４

‐０３４

』５３

０１７

０５９

１２５

２４１

　

１３４

‐０３９

‐０２８

‐
０２８

０２９

‐０３５

‐０２２

』４４

‐００１

』３４

１４４

‐１２１

００

００２

０６５

－０４５

０４４

－０５１

２１０

０１５

‐００７

‐１７３

　

１７７

　

０３７

－ｉ０２

０２３

　

÷０５９

－００９

　

０４２

０８５

　

一０１０

１５６

　

０４２

一２３０

　

－０５２

「０００

　

０７３

÷０４８

　

０４４

‐００６

　

一０８５

００８

　

÷０５５

÷０６１

　

０６５

００７

　

－０７８

０５６

　

０６３

－００４「１３３

　　　

００９

２６２

－１３８

　

一０８８

０００

　

－１２２

　

１６５

　

１５０

‐１４９‐１１１

　

１１９

　

－０２２

』４３

‐０６９

‐０６１

０８４

０４９

０６５

‐０３１

‐００１

０１６

０４４

０４３

－０９２

００６

－０７２

００１

３７９

３８０

　

３９６

　

３３６

－００３

‐００８

』４７

０９４

１００

００５

‐０７６

‐０６８

００８

１０５

０２１

０６６

‐１０４

０４２

‐０６７

‐００９

３５９

　

３９０

　

３３１

‐０６０

‐００４

－０７１

－０５０

６９

－０３４

０３２

００１

０８５

－０３７

‐０１３

‐０６３

　

１２３

００３

０９６

０３８

－００９

　

３７０

　

３２０

０３９１

‐１２２

０４５

‐０１３

‐０４７

‐ｏｉ５

１８１

０６９

‐０２３

０５１

０５４

』１２

０６５

‐１８０

』７３

００９

‐０１９

－０１６

２９５

（数字の前の小数点は略してある）
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（１） Ｃｅｎｔｒｏｉｄ 法による因子係数

Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の ｃｅｎｔｒｏｉｄ 法によって因子係数を求めた

（９，１０，１５）。その因子行列は、第３表にある。 そ
の残差

行列は、第２表の右斜上半分にあげた。まだ数個所、比

較的大きいと思われる残差があるが、大体充分な因子を

引出していると考えられる。

　

（２） Ｒｏｔａｔｉｏｎ

　

第一因子係数を凡て ”こ延長して生ずる行列Ｂｏｉ、第

４表にある（１５，ｐ．２２５～２２７）。 これを と Ｃ３、
Ｃ２と

Ｃ・、 及び、Ｃ３と
Ｃ‘－の軌によって、図にプロッ トす れ

ば、第１，２，３の図ができる。 こ で

　

Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の方法

をとらず、直接、ｐｒｉｍａｒｙａｘｅｓへｒｏｔａｔ
ｉｏｎ

　

するため、

Ｈａｒｒｉｓの発展させた方法をとることにした（５）。４次元

空間の場合、この平面上に、４点
Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ を考えね

ばならない。 その４点をどこに定める
べきか。まずすべ

ての点が、この４点を結ぶ四辺形内に入るよ

　

うに し、

ｐｒｉｍａｒｙａｘｅｓの延長点と考えられる所を求めればよい。

この３つの図に適合するよう・に、 Ａ．Ｂ，Ｃ，Ｄ点を定め

た。 Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ では、２点と原点を通る平面に
垂直な直

ＣｅｎｔｒｏｉｄＦａｃｔｏｒＮ１ａｔｒｉｘ

　

Ｃ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

室

　

Ｃ，１ ｃゴ

　

Ｃゴ

　

ＣＪ １ ｈ２

．７４７

．６２２

．３８７

．５０９

．６５４

．５３２

．６０８

．４７２

．３３１

．３４０

・１７７

．２８４

．３７９

．４６７

．２９５

．２７２

．２４０

．４２４

．２６３

．２０４

「．１６２
－．２１２
－．３３７

．０９５

．０９７

．００６

．１４３

．１４９
－．２８１
－．１０６

．５３６

．３９９

．１２５

．３６０

．１４８
－．２５３
－．３８４
‐．０５４
－．１２６

‐．２３４

．０１５
－．０４９
－．２９１

．１４８

．２１８
－．ー５６

．０９１

．１９３
－．２４４
【．１３０
‐．３５８
」．２７３
－．１４４

．２５８

．１５６
「．０３８

．２４６

．２１４

．１９０

，２０４

一．１６２

　　　　

．０１５

　　

・
．６８３１

－．２１２

　　　

－．０４９

　　　

．５２８５
－．３３７

　　　

－．２９１

　　　

．３５７８

　

．０９５

　　　　

．１４８

　　　

．３０１９

　

．０９７

　　　　

．２１８

　　　

．５５１７

　

．００６

　　　

－．１５６

　　　

．３２２３

　

．１４３

　　　　

．０９１

　　　

．５１２６

　

．１４９

　　　　

．１９３

　　　

．３１３６

－．２８１

　　　

－．２４４

　　　

．２５７３

－．１０６

　　　

【．１３０

　　　

．２１０３

　

．５３６

　　　

－．３５８

　　　

．４８１４

　

．３９９

　　　

．２７３

　　　

．３３００

　

．１２５

　　　

－．１４４

　　　

．２０７９

　

．３６０

　　　　

．２５８

　　　

．４４４２

　

．１４８

　　　　

．１５６

　　　

．１８７１

一．２５３

　　

「．０３８

　　　

．４２２５

一．３８４

　　　　

．２４６

　　　

．４７８１
－．０５４

　　　　

．２１４

　　　

．４００７

一．１２６

　　　　

．１９０

　　　

．４２０４

一．２３４

　　　　

，２０４

　

，

　

．３１１９

線を引き、この軌を
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因子Ｄ

　

Ｄ因子は、言語再生と、数字再生にのみ高い負荷量を

持つのみで、他に｛ほとんど負荷量を持たない。 すなわち

記憶因子であって、Ｐ．Ｍ．Ａ のＭ因子に相当する。本研

究では、０．７２２ と ０．６０２の負荷量であり、 Ｚｉｍｍｅｒｍａｎ

の改訂では、０．７０９ と、０．５２８ となって、 大体一致する。
然し、こ で記憶因子と言うのは、知覚像保持の面につ
いて意味を持っていると考えられた。

増

　

各個人の知胃因子評定

　

以上求めた４因子について、各個人の因子評定を行う

のが次の問題である。今迄のは、因子係数を求めたので

あった。 さて、共通因子 Ｆ．ゞの予言は、次の回帰等式に

よって示される。

　　　

ＦＢ＝β”ｚｌ十βｓ２ｚ２＋………＋β”ｚｊ＋…，山，，十

　　　

＆？“ｚ？た

　

（ｓニー，２ｒ…．，ｍ）

　　　　

（１）

　

Ｚは、 そのテストに於ける個人の標準得点である。こ

の Ｚ 係数 βを求める方法を Ｈｏｌｉｚｉｎｇｅｒに従って、次

の等式から導くことができる（８，ｐ．２６５～２８８）。

　　　　

乙Ｆ＝Ａ′びー２Ｚ

　　　　　　　　　　

（２）
－

　

第３表の

　

ｃｏｍｍｕｎａｌｉｔｙ

　

を１から引いて

　

ｕｎｉｑｕｅｎｅｓｓ

を求める。第９表

　

口 がこれである。実際は、 この数

は、対角線にならび、他はすべて零の行列である。 第 ３

表 Ｃ行列を Ａ と置いて、 Ａ′ロ』 を求めたのが第１０

表である。次に第１１表の如く、乙 を計算する。

　

２式から、Ｚの係数 β” を計算して、第１２表となる。
これで一願１式から、弄ぶを求めることができるが、Ｚは

標準形式にあるので、次の式によって各個人の因子評定

をイテつた。

　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　

を 誓 雌＋・・・・・・十字Ｍ
（３）

　

尚、重相関係数は、第６表と第１２表の対腫する欄を乗
じ、総和して開くと得られる。第１３表は、２０のテストの

平均と標準偏差を示したものである。



幅・

　

島

　　

正

　　

治

　

第９表

　　　

　　

１
，３１６９

．４７１５

．６４２２

．６９８０

．４４８２

．６７７７

．４８７４

．６８６４

．７４２７

．７８９７

．５１８６

．６７００

．７９２１

．５５５８

．８１２９

．５７７５

．５２１９

．５９９３

．５７９６

．６８８１

３

　

４

　

５

　

６

　 　

７

　

８

　

９

　 　 　 　

‐ １ １

　 　 　

－ １ ー ー

　 　 　

ー １ １

　 　 　

－ １ － ．

　 　 　 　 　 　 　 　

・ １ １ ．

２０

　　　

一，０２４

　　　　

－．０６１

第

　

１０

　

表

Ａ′

　

▽‐２

一

　

２ ３ ４

１．６２５

．７８９

－．１１４

．７０４

１．５３８

．３７４

１．２４７

．７９２

－．０６６

．２０８

－．０５２

．１０７

．２８９

１．２００

．５２８

－．２５２

．０４２

．４１６

．０７２

．０６１

１．８３３

１．２２２

．９６０

．２４１

．５４２

．６５４

．６３２

．１６０

．７０４

．５２１

．０９６

．１９６

．３８９

‐．０７２

．０６５

．２５２

．０３２

－．０１３

‐．１４０

－．０５８

　

．８１４

　

，３７５

　

．２３７

　

．３６０

　

．５４４

　

．２６９

　

．２０１

　

．２５５

，．１６２

－．０１３

　

．０２８

　

．１３７

　

．０３７

　

．２４７

　

．００９

１．１２２

１．３０７

１．１３０

１．１８７

　

．７０６

‐．０４９

．５４４

－．０３６

．３８０

３６６

第

　

１２

　

表

β

　

Ｍａｔｒｉｘ

β３

　　　　　

β４

８

　 　

９

　

０

　

１

　

２

　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　 　

．２６０

．１３５

－．０６５

．１００

．２４６

．０２４

．１９９

．１２２

．０２２

．０３９

－．１４４

－．０７２

．０２４

．１７８

．１００

－．１３４

－．０３６

－．０１２

‐．０６９

．３０５

．２８５

．２２６

－．０１４

－．００８

．１０８

．０５４

．０３４

．１７５

．１ｌｏ

‐，００８

．０１３

．０６９

【．１２９

【．０２３

－．００２

「．０６７

－．１０８

‐．１１９

，０５２

．０２４

，０３８

．０２１

．０１４

－．０１２

－．０６１

．０００

．０２１

－．０２７

－．１４２

－．０７４

－．０４７

－．０４２

－．０３０

　

，

．２３２

．８２２

．２０８

．２４８

．１６１

－．１１０

‐．０９１

．０５５

．０２３

－．０１５

．０８８

．０４０

．０１５

‐．０１９

－．０１４

．４９７

．３０３

．０８８

．０９７

－．００２

．０４８

‐．１５７

．０３５

．０２０

－．０４２

第

　

１１

　

表

　　　　　　　　

１ １ ▲
２ ３ ４

Ｉ

２

３

」４

５．１１９

２．５４６

１．８２４

．６９９

２．５４６

３．８２３

１．３９３

１．０１２

１．８２４

１．３９３

４．２６６

１．２９２

．６９９

１．０１２

１．２９２

２．２２４

１

　　　

６．２８４

２

　　　

２．３１４

３

　　　

２．０５８

４

　　　

．４２９

２．０５８

１．３９５

５．４５８

２．０５８

１．３９５

５．４５８

．４２９

１．３２２

１．６５１

　

３式によって、第１
．表の上位群、 下位群の個人につい

て、 β，ゞ を求めた。 その平均が第１４表にある。 この場合

比較的高いプラスの β係数をもつテストのみをえらん

だ。第１２表の太字の所がそれである。各個人得点の表は

繁雑になるので略した。 重相関係数 Ｒ は、 第１２表の下

方にある。 かなり高い信頼性を示している。
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学習過程に働く知覚の因子分析的研究
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．３８６
－

　

．１４２

Ｖ

　

馨力に対する知勘因子の鑑別性

　

４つの因子は、学習の成績を決定する重要な因子であ

るとの仮定を吟味してみるのが最後の問題である。学習

の成績によって分けた２群を、この因子は、 そのま 分

離するであろうか、単に平均差の検定だけでは、果して

充分２群の分離にこの因子がはたらいているかどうかを

結論することはできない。 因子得点に、 ある重みずけを

行って、２群に重り合いがないようなｉｎｄｅｘｎｕｍｂｅｒを

個人毎に求めることができるならば、 単に平均差が有意

であるとかないとかといったことから推論する以上に、

より明確にこの因子の機能を究明することができよう。

そこで、Ｒ．Ａ．Ｆｉｓｈｅｒ

　

の

　

ｄｉｓｃｒｉｌｎｉｎａｎｔ，ｆｕｎｃｔｉｏｎ

　

によ

ることにした（１２）。
ｉｎｄｅｘｎｕｍｂｅｒを 為・とし、 各個人因子得点を ｘる、
この 為 にか る係数を

　

心 とすれば、

次に、２群の因子得点の平均差を 中 とすれば、 上位

群のｉｎｄｅｘｎｕｌｎｂｅｒの平均 ＺＩと、 下位群の平均 為 と

の差は、

ｚー－ｚ２＝Ｄ：≧なぜｄ．

　　　　　　

（５）

各群の内部で、個人得点と、 その群の平均からの差の

自乗及び因子間相互を乗じたものの総和によってでき・る

行列を Ｓ とする。最大に、両群を鑑別 し得 るｉｎｄｅｘ

ｎｕｍｂｅｒを得るためには、

（６）

る。 これによって有意差を検定すると、各表の下のよう

になる。最後に第４式によって ｉｎｄｅｘ

　

ｎｕｍｂｅｒ

　

を求め

ると、第１６表となり、明確に２群は、この４因子によっ

て分離されることを示される。
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考

　　　　

察

　

心理的概念は、他の科学の概念と同様、厳密な方法に

よって検証され、初めて存在の意義を持つにいたる。 現

在の ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ 理論は、許容されもしないし、検証さ

れもしない

　

αｄ 卿ｃｈｙｐｏｔｈｅｓｉｓ

　

にとどまっているのが

多い（２，ｐ．７～ｌｏ）。 能力の研究も、 この批判から超脱

すべく、長い歴史を経て来たが、 沢山の錯雑した概念を

整理する段階にはいたっていない。然し、 因子が 「互に

高い相関を有し、他の

　

ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅと比較的明確に区

別される一群の ｐｅ・ｆｏｒｍａｎｃｅ の存在」（１６，ｐ．４） であ

島 正

　　

治

る限り、 この問題の解明には一定の方法が確立されてお

り、概念の混乱を解決する途がある。 こふで問題とした

知覚能力因子は、 速度Ｐ．室間関係Ｓ．完結性、柔軟性

錯覗、記憶、ｖｉｓｕａｌｉｚａｔｉｏｎ

　

である。 もし、 之等因子に重

複があるとすれば、どんな因子によって統一され得るか。

初めに速べたように、Ｖｅｒｎｏｎ
、の弁別と意味理解の二方

面で説明できるものかどうか。本研究では、 上越の７因

子に高い負荷量を持つと思われるテスト２０を選択して吟

味した結果、柔軟性、完結性、錯硯、知覚像保持の４因

子になった。

他の研究との負荷量を比較して、Ｓ及び ＶＩ因子は、

柔軟性因子の一面であり、意味理解の面も含まれている

と考えられる。 Ｖｉ因子は、 形態の細部を速く弁別する

面も含んでいる。Ｇｏｔｔｓｃｈａｌｄｔ図形など、 一方の図を心

に描き、 不必要な形態を破壊して、 その図形を創造しな

ければならない。この因子の解釈は、各研究者の主観に

よるわけで、こ に同一因子でありながら、異つた因子

の如く思われる場合も生ずる。この篇に，、因子の同一性を

検する手続きが必要になってくる。 Ｃｒｉｔｅｒｉｏｎ

　

Ａｎａｌｙｓｉｓ

もその一方法である （２，ｐ．２１２～２２１）。 もし

　

ｒｏｔａｔｉｏｎ

を軍鈍構造の原埋によって行うならば、 恐らく、異つた

事．態に於ても、因子の布置は恒常であると考えられる。

本研究では、 Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の結果とかなりの類似を示し・

因子の恒常性が暗示される。か る意味に於て、 因子の

実在性が高まって行く、 これは同時に因子の意義に関連

して
′
くるが、 こ ではふれないことにする（ＩＤ。

　

速度因子 Ｐ は、 現今の多くのテストが、ｔｉｍｅ

　

ｌｉｎｌｉｔ

ｔｅｓｔである関係上、重要な因子と見なされるが、 これ

が独自な因子であるかどうかについては、論議が多い

（１６，ｐ．８４）。 然し速度は、 多くの作業内容に固有に附

着しているわけで、これ等知覚能力因子に於ても、一因

子として阪出す必要があるかどうか疑問である。 たゞ

Ｔｈｕｒｓｔｏｎｅ

　

の知覚研究であげた知覚反騰速度、 知覚速

度、判断速度の３因子との関係については別に研究す
べ

き課題である。 然し、 完結性因子として考える時、 Ｐ．

Ｍ．Ａ，の Ｐ 因子に関係があるように思われる。完結性

因子は、体制化していない刺戟を、 速く形態化する力で

あり、当然速度が入ってきている。 叉Ｖｅｒｎｏｎの形態の

頬化、意味の理解の因子群に深い関係がある。 かく基本

的因子として、柔軟性と完結性に帰するのではないかと

考えられる。

　

錯鵡因子は、 他の因子と別に、一因子として確立され

た。他の因子との関係については、 これだけの研究では

考究できなかった。

－１００－
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Ｍ 因子は、機械的記憶の因子とされて来たが、 こ

　　　

柔軟性、
では知覚像の保持という面から考えた方がよいと思われ

　　

２因子
る。 さてこれ等因子が、学習の成績を如何に規定してい

るか。５つの項目とも、平均差は、Ｆ検定によって、 １

％の水準で充分有意であり、心 の重みずけで、 両群を、
充分弁別し得る函数を輿える。第一の読字に於て、スの

債を見ると、柔軟性

　

Ｈｅｘｉｂｉｌｉけ

　

因子が最も大であり、
大部分は、この因子が、 上位群下位群を鑑別している。

　　　　

Ｐｒ

　

第二の文章理解に於ても同様であり、 た 、ゞ 完結性、
ｃｌｏｓｕｒｅ

　

及び、知覚像の保持も、低いが、２群の分離に

　　　

ｅｘａｍ

影響を輿えていることが知られる。

　　　　　　　　　　　

ａｌｒｅａ

　

計算力に於ては、 柔軟性が圧倒的に大きな重みを・持

　　　

ａｂｉｌｉ

ち、完結性因子は、 逆な方向に動いている。塞間関係に

　　　

ｆａｃｔｏ

ついても同様なことが言われ、 数学的能力で、 完結笥性因

　　　

ｅｄｕｃ

子はむしろ妨害となり、柔軟性因子が、決定的な力であ

　　　

Ｗｅｒｅ

ることが知られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｒｅｌａｔｉ

　

最後に知能については、柔軟性と完結性が主要な力で

ある。 錯観因子は、この知能にのみ大きくか っており

マイナスの符号をとっているから、錯説量の低し・こと

が、知能を鑑別する影響力を輿える。これについては、
他の研究結果を見出せないので、全く試論的なものであ

るが、興味ある問題と思われる。Ｍ 因は、読字及び文
章理解に重みを持ち、言語関係の能力に作用することが

多いこと｝こなる。

決定された４因子について、以上５項目の鑑別性を検

して、その性格を見たわけであるが、この研究は、知覚

能力因子の綜合的研究ではなく、限定された範囲に於け

る研究結果であった。 従って、他の領域については、今

後の研究課題であると共に、各因子の ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ

　

に

於ける位置ずけ、気質、性格等との関連について、残さ

れた問題は多い。

晒

　

要

　　　　

約

　

従来研究された知覚能力因子について、 その基本的な

ものを決定するため、２０のテストを厳選し、因子分析の

結果、柔軟性、完結性、錯硯、知覚像保持の４因子を求

め得た。この因子の性格を明らかにするため、従来の因

子負荷量を参照し、比較すると共に、読字、文章理解、
計算、塞間的推理、知能の領域と、如何なる関係にある

かを吟味した。その鴬、各個人の因子得点を求め、 各領

域の上位群、 下位群の鑑別力を見た。柔軟性因子は、凡

　

・

ての領域にわたって、 大きな重みを持ち、完結性因子

は、知能に最も重みがか っており、読字、文章理解が

これに次ぐ。錯鵡因子は知能にのみ関係する。知覚像保

持の因子は、言語関係の領域に重みを持つ。知能には、
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、完結性両面が働き、 一般能力の予言に、これ等

因子が、有効であることを示した。
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